
●
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス(

結
婚
相
手
や
恋
人
に
対
し
て

ふ
る
う
暴
力
の
こ
と)

で
家
出
し

た
女
性
た
ち
に
少
し
で
も
支
援
し

よ
う
と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

を
行
い
ま
す
。
手
作
り
品
を
出
品

し
た
く
て
、
今
日
も
友
人
と
古
布

を
利
用
し
て
袋
作
り
に
大
わ
ら
わ

で
す
。
十
二
月
二
日
、
ダ
イ
エ
ー

に
買
い
に
来
て
ネ(

赤
津
テ
イ

67
歳
・
泉)

●
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
話
題
に
な
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
私
は
ま
だ
機

器
に
さ
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
初
心
者
の
高
齢
者
向
け
に
パ

ソ
コ
ン
の
講
習
会
を
開
催
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す(
半
田
三
男

65
歳
・
土
崎
港)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「明徳館」、問２が

「家電リサイクル法」でした。

全問正解144通(応募総数148通)の中から、浅野

良夫さん(飯島緑丘町)、後藤雍夫さん(南通築地)、

斎藤憲一さん(新屋沖田町)、佐藤幸子さん(柳田字柳

田)、鈴木由香(楢山城南新町)、高橋孝子さん(中通

五丁目)、林貞子さん(御野場新町三丁目)、藤林慶子

さん(土崎港中央二丁目)、松下なつえさん(八橋イサ

ノ二丁目)、山中貞子さん(千秋城下町)の10人のか

たに図書券をお送りします。

10月27日号の当選者

◆11月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

自分たちの街を詳しく知り
たくて、歴史に触れられる場
所に出かけています。藩校明
徳館跡は久保田城下で初めて
行われた発掘調査。仲小路の
こんなビルの近くで、江戸や
明治時代の学校生活を垣間見
れてとても不思議な気分です。

歴史を学んだ藩校跡

外に出るきっかけに

藩校｢明徳館｣跡の
発掘現場調査説明
会で庄司さんと越
前谷さん

料理は２度おいしい！

彼と彼女のホーム
クッキングに参加
した越智稔之さん
と直子さん夫婦

牛島保育所と地区民生
児童委員が開いたお食
事会で伊藤光子さん
(左)と野口ユキさん

外出するきっかけにと誘わ
れた牛島保育所での昼食会。
私たち一人暮らしの高齢者は、
家に閉じこもりがちなので、
楽しいひとときでした。歌を
聞いたり、ゲームをしたり、
子どもたちの愛くるしい姿か
ら元気を分けてもらいました。

２人で楽しみながら料理を
作るため、だんなにはこの料
理教室で包丁の使い方を学ん
でもらいたい。料理は作る楽
しみもあるし、食べる楽しみ
もあるし、２度おいしいです
ね。前回の和食はとてもうま
くできましたよ。

卸売市場まつりで
鎌田みずほさんと
あさみさん(外旭川
梶ノ目)

人の助けがあってこそ

青少年健全育成・県
知事賞を受賞した田
口フサ子さん(仁井田
新田・右)と町内の協力
者杉原まつ江さん

子どもの成長とともに児童
クラブ世話人やPTA役員など
を務め、青少年の育成に関わ
るお手伝いをしてきました。受
賞は地域のみなさんの協力が
あったから。人との縁を大切
にし、時代の流れを意識した
活動を心がけたいと思います。

11月３日、旧婦人会館跡地で藩校明徳館の
発掘調査説明会。たくさんの建物跡と遺品
が紹介されました。

市場まつり名物、
まぐろの解体売り

大きな声を出したよ
遊びに来ていた山本町のお

じいちゃんと一緒に魚のセリ
に挑戦。大きな声で｢1,600円
Z｣。取れたてのいか１箱を競
り落としました。シラウオや
カレイも買って、豪華な晩ご
飯が楽しみです。卸売市場の
お祭り、来年もまた行きたいな。
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係から
ひとこと師

走
を
ひ
か
え
、
な
に
か
と
気
ぜ
わ

し
い
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
ま
で
あ
と
一
か
月
、
な
ど
と
考

え
る
と
、
な
に
か
一
大
事
の
よ
う
な
気

に
な
り
ま
す
が
、
今
年
だ
け
特
別
な
時

間
が
過
ぎ
て
い
く
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

取
材
で
障
害
を
持
つ
人
た
ち
と
接
し

て
い
る
と
、
す
〜
と
肩
の
力
が
抜
け
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
世
間

の
騒
々
し
さ
に
惑
わ
さ
れ
ず
。

冬
眠
か
ら
目
覚
め
自
分
が
だ
れ
だ
っ

た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
く
ま
さ
ん
。

『
く
ま
さ
ん
　
ぼ
ん
や
り
　
か
わ
に
き
た

み
ず
に
　
う
つ
っ
た
　
い
い
か
お
　
み

て
　
そ
う
だ
　
ぼ
く
は
　
く
ま
だ
っ
た

よ
か
っ
た
な
』。
ま
ど
・
み
ち
お
さ
ん
の

詩
「
く
ま
さ
ん
」
の
一
節
で
す
。

(

内
藤)


